
― 179 ― 101― 179 ― 101

「加速器」Vol. 1, No. 2, 2004 (179)

J. Particle Accelerator Society of Japan, Vol. 1, No. 2, 2004

■時 事

リニアコライダー基幹技術の選定について

Technology Choice for Future Linear Collider
高崎史彦（KEK LC 計画推進室長）

リニアコライダー（LC）の国際協力による共同設

計開発にかんしては，主線形加速器技術について常温

加速管で運転する方式と超伝導加速空洞で運転する方

式のどちらで一本化するかが，かねてから関係者間の

議論の焦点の一つでありました．このため，ICFA
(International Committee for Future Accelerator)と
その下部組織の ILCSC (International LC Steering
Committee)は，ITRP (International Technology Re-
commendation Panel )と 呼 ば れ る 審 議 会 を 昨 年

（2003 年）秋につくり，評価検討を委ねることにしま

した．ITRP（委員長 B. Barish 氏…Caltech）は，今

年(2004 年)初めから，これまで LC 開発の中心を担

ってきた DESY, SLAC, KEK の三研究所を訪問して

実情調査するなど，審議を重ねてきましたが，検討の

結果としてこの夏，超伝導技術を採用すべきむねを

ICFA と ILCSC に勧告し，了承されました．この決

定は中国北京で開催された高エネルギー物理国際会議

の会期中に，ICFA 委員長 J. Dorfan 氏から発表され

ました．プレスリリースについては http://www.
interactions.org/cms/?pid=1014290，また関連資料

については http://lcdev.kek.jp/LCoffice をご覧下さ

い．
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